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10.慢性副鼻腔炎根治手術後の偶発症2例
第 2例 46才女。主訴は右頭痛，膿性鼻漏及び鼻
戸川清 	
出血。モ注入により立|の凄孔を発見しえた。以上 
2例から悪性腫蕩診断lζモ注入の重要な事を強調し
こ。T日目から膿汁4才男。右側根治手術後34例1第 
著増。 11日目に全身に事麻疹出現。 Toxikodermie 第 2例 16才男。主訴は高度呼吸困難，失戸及び
と診断さる。プレドニンにて治癒。 鴨下不能。坐位で気管切開施行。歯性上顎洞炎によ
第 2例 15才男。左側手術後良好に経過したが， る頚部蜂寄織炎で，専門医による早期治療の必要性 
5日自民両肘関節前腕に腫脹悲痛出現，翌日両膝及 を強調した。
び足関節l乙及び，急性関節ロイマと診断さる。プレ 追加池松武之亮(野田市)
ドニン及び抗生物質で治癒した。前者は術創感染に 症例 23才農夫。 3週間前より内科医及び歯科医
基く細菌性アレルギーによると考えられ，後者は潜 の治療を受けていたが呼吸困難を来して来院窒息状
在病巣感染の手術による顕症化と考えるのが妥当と 態を示した。気管切開，人工呼吸後左側頑下部切開
'思われる。 排膿， 5日後左側副鼻腔根治手術施行。専門医の責 
12.萎縮性鼻炎に於ける上皮系機能 任ある診療を受けるべき事を痛感演者に賛意を表
奥田稔，・徳丸裏，河野寿 す。
萎縮性鼻炎患者を北村教援の分類により型分け 17.正常家兎鼻血管系について
し，その上皮系機能を慢性副鼻腔炎と比較検討した。 奥田 稔，河野 寿，
即ち唾液腺を安静時混合唾液量，涙腺をシルマー氏 徳丸裏
法，メチレン青皮内注射で表皮及び粘膜酸化還元電
位を測定し更に自律神経緊張度，耳下腺シアログラ
家兎血清とほぼ同様の pH，粘度，温度比調整し
た加硫 Latexで正常家兎頭部を濯流して Cast標
ムをも検討して萎縮性鼻炎群が副鼻腔炎群より上皮
本を作成し家兎鼻血管系を立体的に観察した。鼻動
系機能が劣ることを示した。叉マイナー氏法による
脈系は A.pterygopalatina，A. ophthalm.の枝
皮膚発汗試験では Iab型鼻尖部に発汗が少なかっ
からなり，細小動脈は骨膜l乙泊って走り毛細管網を 
こ。T
13.鼻腔並に副鼻腔疾患の 2症例
飯塚栄一(旭中央病院)
第 1例。 45才の農夫にみられた巨大な前頭洞粘
液嚢腫。主訴は左側眼球突出並に視力障害，約2年
半前から左側の眼球突出に気付き，以来段々と突出 
は高度になると同時に視力も侵されたもので，根治
手術を行って全治せしめ得た症例。嚢腫内l乙は約 
200 ccの内容を認めたもの。
第2例は 10才の少女に見られた巨大な洞性鼻茸。
感冒が原因となって急激な鼻症状を呈したものに 
て，上顎洞根治手術により，重さ約 7.0g，5.0xl.3 
x l.O cmの洞性鼻茸を洞副孔を経て刷出し得た症
例。術後の経過良好にて全治したもの。
14.上顎洞炎の 3例
奈良四郎(成田日赤)
第 1例 61才男。主訴は左頬部悲痛，鼻閉及び鼻
出血。鼻鏡所見及び単純X線像と悪性腫蕩を疑わせ 
たがモルヨドール注入像が之と矛盾し試験切除によ
り乾酪性上顎洞炎と判明。
形成する。この動脈は静脈に比し形態的l乙色々の特 
徴をもっている。毛細管網は前甲介，嘆甲介尖端，
中隔前部などで特に密で，上顎洞で特に疎であるの
を計測値より実証し，叉粘膜各部でそれぞれの特徴
を有するのを組織標本と対比して明らかにした。又
Latex法の利点，失点について言及した。
18.炎症時における家兎鼻徴細血管の変化
奥田稔(演)河野寿
徳丸裏
家兎上顎洞l乙ブドー菌を注入し炎症を起きせ，そ
の血管系にラテックスを注入之を立体顕徴鏡下に種 
々観察し合せて組織標本を作ってそれ等と無処置群
の変化を比較検討した。 
隔日 4回細菌注入群(工群)では血管の著明な断
絶，破壊と軽度の拡張壁の不規則化，網管の増加
を，組織像で浮腫と細胞浸潤を見?こ。 4回注入後7
日開放置群 (ll群〉は前群より変化軽度。 1週 2回
5カ月注入群(J1I群)では工群の変化に加え走行異
常と結合織の増殖を見た。 E群の操作後4カ月放置
した群 (IV群〉ではE群と大体同じであるが度程は
